
オランダのアムステルダ

ムに住むアンネ・フランク

の父親オットーさんからア

ンネのバラ３株が高井戸中

に送られ、１９７６年６月

１２日（アンネの誕生日）

に校庭に植えられました。

以来４２年、このバラは、

今日もやさしい色合いと香

りで「平和の大切さ」を呼

びかけています。
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都教組杉並支部 秋の教育のつどい

アンネのバラと私の平和への思い

１０月２６日（金）阿佐谷地域区民センター

でこのつどいは開催されました。１９７４年、

国語の小林桂三郎先生と「アンネの日記」を学

んだ当時２年生だった高原美和子さん（現富士

見丘中教員）がこの日の講師でした。

２年生で使った国語教科書、感想文集「暗い

炎の後に」などと、文集表紙をかざった版画の

版木まで提示してのお話でした。

つどいには、若い教員、ＯＢ、地域の方々、

高井戸中のアンネのバラ・サポーターの方々も

参加し、「よい教材はいつまでも心に残る…」

「バラを守り育てる多くの方々の思い…」など

有意義な話し合いがもたれました。

板橋退教 高原 結子

１９４４年に満州から引き上げ、山形の叔父の家に同居させてもらいました。

叔父の所には三人の従弟がいました。一番下が６年生で、私は３年生でした。

夏のある夜、隣組の常会がある予定だったのが、警戒警報が出て中止になった

ので、当番の家で用意したお菓子が、各家庭に配られました。終戦の前の年で、

お菓子などは全く手に入らない時です。叔母が、私たち兄妹三人と、自分の子三

人に分けてくれました。

私は、さっさと食べてしまったのですが、すぐ下の妹は、蚊帳の中でお菓子を

手のひらにのせて横になっていました。きっと、もったいなくて食べられなかっ

たのでしょう。警戒警報発令中なので、家の中は真っ暗です。突然、妹が「敦ちゃ

んのお菓子がない！」と、大声をあげました。すかさず叔母が「晃！」と、どな

りました。６年生の従弟が、蚊帳にそって這ってきて、さっと取って食べてしまっ

たのです。

小さなおまんじゅうが一つずつでしたから、もっとほしいと思ったのも無理は

ありませんが、泣いている妹に、代わりのお菓子をやることのできなかった母や

叔母も、どんなに辛かったことでしょう。

今でも時々妹と、あの頃の話をして「ひどい時代だったよね。」と、苦笑いす

ることがあります。

同じ年の１２月に、山形から長野の別所温泉に引っ越しました。各旅館には、

学童疎開で杉並の学校児童が来ていました。母の実家も旅館なので、西田国民学

校の児童が来ていました。前の旅館には、桃井第二国民学校児童が入っていまし

た。学校の教室も、いくつかは杉並の子どもたちが使っていました。

３学期になって、疎開の子どもたちに、『皇后陛下からお菓子が下賜』された

ということで、私たち、村の子どもにもおすそわけがありました。小さなクッキー
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この文章（下に掲載）に出会ったのは、９月２０日、板橋の成増・アクトホールで

行われていた「板橋退教作品展」です。知人の絵や写真にも会いましたが、会場に置

かれていた文集「私たちの時代」１号から２１号までが目をひきました。

その１号に掲載されていたのが板退教、高原結子さんのこの文章です。杉並の学童

疎開にもふれられていたので紹介します。

前ページの高原さんとは別の方です。文章の一部を省略してあります。

写真は杉並郷土博物館・杉並の学童集団疎開展「おさな心を捨てて…」より。

杉並退教 髙木 堆芳（たかぎ たかし）



のようなものが一つだったと思います。

そのたった一つの小さなお菓子のこと

を全員が作文にさせさせられました。題

も『皇后陛下にお菓子を頂いて』に、強

制的に決められました。どんなことを書

いたかは全く覚えていませんが、ませて

いた私は、かなり大人受けするものを書

いたのだろうと思います。なぜかという

と、校長の息子と私が、代表に選ばれて、

放課後、何回かやり直しをさせられなが

ら、清書をさせられたからです。電灯の

設備もなく、だんだん薄暗くなっていく

暗い教室で、書き直しさせられているう

ちに、「あんなに小さなお菓子のために、

私はひどいめにあっているのだ。あんな

もの、もらわなければよかった。早く家

に帰っておこたに入りたい。」と、むしょ

うに腹が立ってきました。

（途中省略） どうも、私の戦争体験

は「食い物の恨み」ばかりのようです。
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①西田疎開児童（和泉屋）②皇后陛下から恩賜の

菓子（ビスケットの袋） ③桃井第二（緑屋旅館）

④散歩＝別所温泉街 ⑤上田丸子電鉄別所線

⑥「集団で登校」アサヒホテル前

【下は中松屋旅館に疎開した・杉五女児の回想】
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１１月２５日（日）は さくら会ハイキングです

日 時 １１月２５日（日）＊雨でも行きます。

小田急新宿駅西口 １階改札口 ９時３０分集合（９持４１分発 唐木田行乗車）

小田急多摩線 唐木田駅改札口 １０時２０分 合流も可

コース 唐木田駅ー鶴牧西公園ー宝野公園ー多摩中央公園―多摩センター

駅ーレストラン 「ＡＷ Kitcen」（多摩市山王下2-2-2 043-319-6728）

多少アップダウンのある道を１時間強歩きます。

高台のレストランでパスタ料理です。

費 用 食事代 １８９０円 ＋飲み物代 ＋交通費

＊歩きやすい服装で…防寒にも注意。 暖かい飲み物もいいね。

申込み １１月１９日（月）までに、同封の申込み用紙に記入し都教組杉

並支部までＦＡＸしてください。０３－３３９９－３８５５

電話の場合 ０３－３３９９－８７１９ へ（留守録ＯＫです）

レク係 菅原 春枝
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＊どうも、いやなことの方が多いですね。
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第４５回 杉並高齢者集会 参加しませんか

と き：１１月１６日（金） 午後１時３０分から４時まで

ところ：東京土建杉並支部 ３階 ホール 高円寺南３－６－２

地下鉄新高円寺駅下車 青梅街道を荻窪方向に３分 横断陸橋の２０ｍ先右手

参加費：無料 おまけにおみやげ付き （紅白饅頭かな？それとも？？？）

講 演：高齢者の暮らしさらに厳しく・・・ならばどうする・・・

篠崎 次男さん 元立命館大学教授

元高齢者運動連絡会事務局長

楽しみ：杉並寄席 ①落語―立川談之助さん

②寄席文字―春亭右之香さん

お題「飛躍」の「飛」右之香さんに書いてもらった色紙→

沖縄知事選でオール沖縄・県民の

力と野党５党の推薦で、玉城・デニー

さんが当選。那覇市長選で城間幹子

さんが当選したこと。

沖縄県の「辺野古埋め立て承認撤

回」に対して、政府・石井啓一国土

交通相が「執行停止」決定。工事を

再開したこと。

森友学園問題で籠池夫妻が投獄さ

れているとき、一方の当事者・安倍

昭恵氏が首相と手をつないで米国行

き政府専用機のタラップを上る姿。

延期されていた消費税８％→10％

が来年１０月から実施と安倍首相。

低所得者ほど重くなるこの税制。所

得格差はさらに広がること必至。

「たちあがれ日本」―政界を渡り歩

いて自民へ復帰。瑞穂の國学園に最

大限の賞賛のエール。あの平沼赳夫

氏に秋の叙勲（旭日大綬章）。エー！
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小学校では遠足などでよく行く羽村の多摩川上水取水口ですが、陽気もよいの

でのんびりと訪ねてみてはどうでしょうか。

＊杉並方面から出かける場合は、時刻表を調べ、中央特快青梅行きに乗車すると

乗り換えなしで羽村まで行くことができます。

＊羽村駅で下車したら、進行方向左の多摩川の方向へ向かいます。

①このあたりに観光案内所があります。（休日閉店）自転車を借りることも可。

②新奥多摩街道を渡って坂を下りはじめると右手の石垣のくぼみに、馬の水飲み

場がみられます。昔は馬が多かったのでしょう。

③左手に「仲里介山墓地入口」の案内があります。左手の坂道を上って奥まった

ところに小説「大菩薩峠」作者の墓標④があります。もとの道に戻ります。

⑤左手角地に禅林寺の堂宇が見えます。本堂の前や左手から裏にかけて萩が見ら

れます。今は花が咲いているかな。三門をくぐって出た道を左に進みます。

⑥富修家の立派な蔵が左手に三つあります。さらに進むと奥多摩街道と玉川上水

の橋があるので渡ります。公園のような落ち着いた空間です。

⑦玉川兄弟の銅像のある広場に出ます。トイレもあるので小休止。

⑧多摩川から玉川上水に取水する堰があります。奥多摩街道に上がると向かい側

に玉川水神社が。江戸時代は羽村堰の番屋があったのだとか。ダンプカー注意

⑨上水の役目を終えた玉川上水ですが、ここまでは大活躍。右手の取水口から取

り入れた水は→方向の地下を流下し狭山湖へ。そして都民の飲み水に・・・。

⑩陸橋の下に湧水と大ケヤキ。⑪北浦酒店・澤ノ井冷やおろし購入 ⑫和菓子の山

田屋 安いよ ⑬駅の東口前の五の井神社境内の「まいまいず井戸」も見学しよう。
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自転車だったら

ここを渡って博物館へ
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